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成年後見制度普及啓発講演
（総合福祉センター）
13：30～16：00

３学期始業式
（各小中学校）

　新年明けましておめでとうございます。心機一転、新たな気持ちで頑張って参ります！今年も、市民の皆さんにわ
かりやすく、親しみやすい広報紙を目指していきます。今年も広報やとみをどうぞよろしくお願いいたします ！ ！
　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　byきんちゃん

※手話通訳者の設置　
　毎週水曜日（図書館棟）
　9：00～12：00

問「心配ごと相談所」、「法律相談」、「成年後見・相続（生前）相談」および「結婚相談」は市社会福祉協議会　☎65－8105
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生活自立支援相談
(図書館棟)
9：00～12：00

　　　  〈納期限〉
市県民税　　　　 　４期
国民健康保険税　　 ５期
後期高齢者医療保険料 ５期
介護保険料　　　　 ５期

消費者生活相談
（十四山支所）
13：30～16：00

消費者生活相談
（十四山支所）
13：30～16：00

生活自立支援相談
(図書館棟)
9：00～12：00
成年後見・相続（生前）相談
（弁護士・予約制）
（総合福祉センター）
13：00～16：00

年金相談
(図書館棟)
10：00～15：00

心配ごと相談所
法律相談（弁護士・予約制）
結婚相談（予約制）
(総合福祉センター）
13：00～16：00

心配ごと相談所
法律相談（弁護士・予約制）
行政相談所
(総合福祉センター）
13：00～16：00
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休休館日・運休行事予定カレンダー月1

写真掲載
希望者募集

子どもの写真を載せませんか？子どもの写真を載せませんか？
▼応募期間 1月9日(水)～16日(水)【必着】
▼対　　象　3月生まれで1歳～3歳までの子
▼応募方法 秘書企画課へメールまたは所定の申込書

の郵送か持参（抽選により決定）
※持参の場合、十四山支所 2階 秘書企画課（平日のみ
　8：30～17 ：15）にお持ちください。
※詳しくは市ホームページをご覧ください。

問市役所秘書企画課（内線223）

市ホームページ内でも子どもの写真を掲載していますので、ぜひご覧ください♪

いちご大好き♡♡

犬飼 雪月ちゃん
いぬ  かい す　  づ

2歳
（平島町）

生まれてくれてありがとう

緒方 伸乃助くん
お　がた しん　の　すけ

1歳
（鯏浦町）

☆遊ぶの大好き☆

大津 澄空くん
おお    つ そ　  ら

1歳
（馬ケ地）

お誕生日おめでとう♥

藤吉　颯くん
ふじ  よし かける

1歳
（寛延）

お兄ちゃん大好き♡

藤本 龍登くん
ふじ  もと りゅう  と

3歳
（前ケ須町）

祝３歳！にこにこ笑顔♡

樋口 隼平くん
ひ　ぐち しゅんぺい

3歳
（前ケ須町）

編集
後
記
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特集!

弥 富 市
Yatomi City

成人の日

元旦

消費者生活相談
(十四山支所)
13：30～16：00

成人式
（総合社会教育センター）
13：00～

社会保険労務士による
ねんきん相談(図書館棟)
10：00～16：00
心配ごと相談所
行政相談所
（十四山総合福祉センター)
13：00～16：00

消費者生活相談(十四山支所)
13：30～16：00

激走！愛知駅伝！！
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 激走 愛知駅伝！！
新年のごあいさつ
トピックス
・確定申告についてのお知らせ

 消防団第６分団に
 インタビュー！
来て見て遊んで児童館
・さくら児童館
まちの話題
くらしの情報
スポーツ
図書館だより／平日夜間・休日診療
保健センターだより
子どもは宝　やとみのたから／
行事予定カレンダー

　今月の表紙は、弥富絵手紙サークルの皆さんの
作品です。今回は今年の干支の「亥」をテーマに
し、皆さん一枚一枚丁寧に心を込めて描いていま
した。手作りの年賀状は、送る方の気持ちがこもっ
ていて、受け取った方は気持ちの良い新年を迎え
ることができるのかなと思いました。

問い合わせ先（市外局番 0567）
市役所は平成 28年 5月より仮移転をしております。
図書館棟（旧本庁舎棟南）  ☎65－1111  　67－4011
（弥富市前ケ須町南本田 347番地）

1階　保健センター（健康推進課）、宿直室
2階　税務課、会計課、庁舎建設室
　　　図書館（月曜休館）（☎65－1117）
3階　市民課、保険年金課、児童課、福祉課
　　　介護高齢課、収納課

十四山支所　☎65－1111　　52－3276
（弥富市神戸三丁目 25番地）

1階　下水道課、土木課、都市計画課、農政課
　　　商工観光課、環境課
　　　地域市民グループ・地域福祉グループ
　　　　　　　　　　　　　　　　（☎52－2111）
2階　秘書企画課、総務課、危機管理課
3階　財政課、監査委員事務局
　　　議場および議会事務局

総合社会教育センター
（弥富市前ケ須町野方 802番地 20）

1階　学校教育課（☎65－1111　　67－0062）
　　　生涯学習課（総合社会教育センター）（月曜休館）
　　　　　　　　（☎65－0002　　65－1777）

※郵便は「弥富市前ケ須町南本田335番地」にお願いします。
　（各施設の住所宛に出されても結構です。）

各種施設
鍋田支所
総合福祉センター
図書館
歴史民俗資料館
同報無線確認電話
　※臨時放送の確認ができます。

☎68－8001
☎65－8103
☎65－1117（月曜休館）
☎65－4355（月・火曜休館）
☎65－8517

市役所へ車でお越しの方へ
図書館棟（旧本庁舎棟南）の駐車場の利用について

2020 年1月末までは、新庁舎建設工事敷地内に立ち入ることが
できません。駐車場につきましては、 ①桜小学校北来庁者駐車場
②図書館駐車場（障がい者優先）をご利用ください。

22,347人（－7）

17,735 （+29）

44,412人（－11）

22,065人（－4）

（平成３０年12月1日現在）

ま ち の 情 報 オ ア シ ス

広 報 や と み

1
2019

No.154

3
4

7

10

12
14
16
20
21
22

24

ゴール！おめ
でとう!

市の部
16位おめで

とう！

愛知駅伝！!
　12 月 1 日、県内全 54 市町村が競う「愛知万博メモリアル第 13 回愛知県市町村対抗駅伝競走
大会」が長久手市の愛・地球博記念公園 ( モリコロパーク ) で開催されました。この大会は、
2005 年に開催された国際博覧会「愛・地球博」を記念して、また、県内各市町村の交流と親睦、
スポーツの振興を趣旨として発足されたものです。市の部 38 チーム、町村の部 16 チームが栄冠
を目指して、全力で競い合いました。
　弥富市からも、選手や監督、コーチなど関係者が参加しました。今年はすばらしい追い上げを
見せ、昨年の順位を上回り、過去最高順位の 16 位でゴールしました。また、海部地域では一番
の成績で、タイムも１時間 36 分 54 秒と好記録を出し、チームの団結力を見せました。

激走
特集

■第 13 回愛知県市町村対抗駅伝競走大会結果
□成績　市の部　16 位　１時間 36 分 54 秒
■弥富市代表チームメンバー紹介
（監督）佐藤 友行　　（コーチ）坂田 義昭

区 間
第１区 中学生（女子）
第２区 ジュニア（男子）
第３区 ４０歳以上（男女不問）
第４区 小学生（女子）
第５区 中学生（男子）
第６区 小学生（男子）
第７区 一般（女子）
第８区 ジュニア（女子）
第９区 一般（男子）

柴田 桃花
小田 龍意
山本 史暁
伊東 詩織
髙嶋 荘太
尾関 柊太
八木 穂乃花
服部 若菜
髙木 拓郎

古川 悠茜
髙木 大誠
堀尾 亮介
一柳 春名
古橋 希翁
田口 翔也
大町 ゆい
土屋 美乃
山室 俊貴

（敬称略）

出場選手 控え選手
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
希
望
に
満
ち
た
平
成
三
十
一
年

の
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ
り
市
議
会
の
運
営

に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
近
年
の
日
本
は
、
自
然
災
害
が
各
地
で
発
生

し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
は
、
西
日
本
を
中
心
と
し
て
発

生
し
た
平
成
30
年
７
月
豪
雨
、
８
月
か
ら
９
月
に
か
け

て
は
台
風
20
号
、
21
号
お
よ
び
24
号
が
非
常
に
強
い
勢

力
で
各
地
に
上
陸
し
、
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。
９
月
に
は
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
が
発
生
し
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、
本

市
に
お
い
て
は
、
災
害
時
に
お
け
る
防
災
拠
点
機
能
と

な
る
新
庁
舎
建
設
工
事
が
進
ん
で
い
ま
す
。
災
害
時
に

お
け
る
防
災
拠
点
機
能
の
整
備
を
図
り
ま
し
て
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
並
び
に
市
民
の
皆
様
な
ど
に
と
っ
て

の
安
全
性
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
い
つ
私
た
ち
が
災
害
に
遭
う
か
分
か
ら
な
い
状
況
の

今
日
、
常
日
頃
か
ら
災
害
対
策
に
万
全
を
期
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
、
防
災
・
減
災
対
策
の
強
化
を
図
り
、
市

民
が
安
心
・
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
少
子
化
対
策
、
超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
、
社

会
保
障
問
題
を
は
じ
め
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
な

ど
、
本
市
で
は
、
ま
だ
多
く
の
重
要
課
題
が
山
積
し
て

い
ま
す
が
、
弥
富
市
議
会
は
活
発
な
議
論
を
重
ね
、
二

元
代
表
の
下
、
し
っ
か
り
と
役
割
を
果
た
し
て
い
く
所

存
で
す
。

　
ま
た
、
独
自
の
議
会
運
営
の
ル
ー
ル
と
し
て
制
定
し

た
議
会
基
本
条
例
を
遵
守
し
、
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、

市
民
に
信
頼
さ
れ
、
存
在
感
の
あ
る
議
会
を
築
く
姿
勢

を
継
続
し
、
開
か
れ
た
議
会
の
推
進
に
も
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
わ
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
明
る

く
希
望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
元
旦

謹
賀
新
年

弥
富
市
議
会
議
長
　
　
堀
岡
　
敏
喜

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
市
長
と
し
て
市
政
の
舵
取
役
の
大
任
を

預
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
、
市
発
展
に
向
け
て
努
力
を
重
ね
て
い
く
所
存
で
あ

り
ま
す
。

　
市
政
運
営
に
当
た
り
ま
し
て
は
、
歴
史
・
伝
統
・
文

化
に
学
び
、
新
し
い「
弥
富
市
」へ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
そ
の
方
向
性
と
し
て
、
三
つ
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
一
つ
目
と
し
て
、「
健
や
か
に
暮
ら
せ
る
、
安
心
で
安

全
な
ま
ち
」と
な
る
よ
う
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の

進
行
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
、
公
共
施
設
の

再
配
置
や
イ
ン
フ
ラ
系
施
設
の
更
新
を
踏
ま
え
た
持
続

可
能
な
行
財
政
運
営
へ
の
対
応
、
子
育
て
支
援
・
高
齢

者
福
祉
・
障
が
い
者
福
祉
な
ど
保
険
・
医
療
・
福
祉
分

野
の
充
実
、
誰
も
が
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
や
学

習
環
境
の
整
備
、
市
民
の
皆
様
と
の
協
働
・
共
助
の
仕

組
み
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
の
促
進
な
ど
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
二
つ
目
と
し
て
、「
地
域
産
業
が
元
気
で
、
生
き
生
き

と
働
け
る
ま
ち
」と
な
る
よ
う
、
商
工
業
を
中
心
と
し
た

地
域
経
済
力
向
上
の
促
進
、
活
力
あ
る
農
水
産
業
の
振

興
と
農
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
強
化
、
若
い
世
代
を
呼
び
込

む
次
世
代
産
業
を
始
め
と
し
た
企
業
誘
致
と
雇
用
の
創

出
な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
三
つ
目
と
し
て
、「
人
が
行
き
交
い
、
魅
力
と
賑
わ
い

あ
ふ
れ
る
ま
ち
」と
な
る
よ
う
、
地
域
の
特
性
・
資
源
を

活
か
し
た
多
彩
な
観
光
振
興
や
交
流
拠
点
の
創
造
、
市

の
玄
関
口
と
し
て
駅
前
周
辺
の
活
性
化
と
賑
わ
い
創
出

な
ど
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
弥
富
市
に
お
い
て
本
年
は
、
一
昨
年
か
ら
協
議
検
討

を
重
ね
策
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
、
今
後
十

年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
と
な
る「
第
２
次
弥
富
市
総

合
計
画
」の
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
ま
す
。
弥
富
市
の
輝

か
し
い
未
来
へ
の
道
筋
と
な
る
こ
の
計
画
の
も
と
、
各

施
策
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
弥
富
市
に
暮
ら
す
こ
と
で
市
民
の
皆
様
が
幸
福
を
感

じ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、
市
政
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
本
年
が
、
市
民

の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
年
に
な
る
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
平
成
三
十
一
年
元
旦

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

弥
富
市
長
　
　
安
藤
　
正
明
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　明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
三

十
一
年
の
新
春
を
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　市
民
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
本
市
の
教
育
行

政
、
学
校
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
、
深
い
ご
理

解
と
力
強
い
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　さ
て
、
学
校
教
育
が
今
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
学
校
の
授
業
を
参
観
さ
れ
て
お
気
付
き
に
な

っ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
教
師
主
導
に
よ

る
教
え
授
け
る
授
業
は
遠
い
昔
に
な
り
ま
し
た
。
現

在
の
授
業
で
は
教
師
が
子
ど
も
に
興
味
関
心
を
持
つ

よ
う
な
テ
ー
マ
を
提
示
し
、
子
ど
も
が
能
動
的
に
見

通
し
を
持
っ
て
粘
り
強
く
取
り
組
み
、
子
ど
も
同
士

で
協
働
し
た
り
対
話
し
合
っ
た
り
し
て
、
他
者
の
考

え
を
尊
重
し
、
自
己
の
考
え
を
広
げ
深
め
る
授
業
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
小
学
校
で
は
2
0
2
0

年
度
、
中
学
校
で
は
2
0
2
1
年
度
に
新
指
導
要
領

完
全
実
施
を
目
指
し
て
、
現
在
移
行
措
置
が
と
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
す
。
新
教
育
課
程
の
一
番
の
特
徴
は

「
主
体
的･

対
話
的
で
深
い
学
び
」に
向
け
た
授
業
改
善

が
重
視
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
コ
ン
セ
プ

ト
で
の
授
業
を
展
開
し
よ
う
と
す
る
と
教
師
の
授
業

案
と
教
材
作
り
、
授
業
後
の
子
ど
も
の
振
り
返
り
カ

ー
ド
や
プ
リ
ン
ト
な
ど
の
評
価
に
膨
大
な
時
間
を
要

し
ま
す
。
昨
今
の
教
師
の
多
忙
化
の
一
因
と
な
っ
て

い
ま
す
。
教
育
委
員
会
と
し
て
は
教
師
の
多
忙
化
に

対
す
る
手
立
て
を
講
じ
な
が
ら
、
新
指
導
要
領
の
趣

旨
の
視
点
に
立
っ
て
、
各
学
校
の
取
り
組
み
を
支
援･

助
言
し
、
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
て
い
く

所
存
で
す
。

　市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
本
年
も
本
市

の
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興･

発
展
と
学
校
教
育
の
充

実
に
格
別
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
衷

心
よ
り
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　平
成
三
十
一
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
幸
多

い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新

年
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　平
成
三
十
一
年
元
旦

新
年
を
迎
え
て

弥
富
市
教
育
委
員
会

　教
育
長

　
　奥
山

　巧

確
定
申
告
に
つ
い
て
の

お
知
ら
せ

弥
富
市
申
告
会
場
の
お
知
ら
せ

弥
富
市
申
告
会
場

　
申
告
期
間
初
日
と
期
間
終
了
間
近
は
会
場
が
大
変
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
お
早
め
に
準
備
し
て
期
間
内
に
申
告
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
確
定
申
告
が
不
要
の
方
で
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方
も
3
月
15
日（
金
）

ま
で
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
に
て
受
付
を
し
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
告
を
済
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

　
確
定
申
告
が
必
要
な
方
は

▽
一
般
の
方
の
場
合

　
事
業
を
し
て
い
る
方
、
土
地
や
建
物
を

　
貸
し
付
け
し
て
い
る
方
な
ど
で
、
平
成

　
30
年
中
の
合
計
所
得
が
所
得
控
除（
基

　
礎
控
除
・
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
な

　
ど
）の
総
額
を
超
え
る
方

▽
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

・
給
与
の
年
間
収
入
が
2
千
万
円
を
超
え

　
る
方

・
給
与
を
1
か
所
か
ら
受
け
て
い
て
、
各

　
種
の
所
得
金
額（
給
与
所
得
、
退
職
所

　
得
を
除
く
）の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

　
え
る
方

・
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、

　
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収

　
入
金
額
と
、
各
種
の
所
得
金
額（
給
与

　
所
得
、
退
職
所
得
を
除
く
）と
の
合
計

　
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方
な
ど

 　

申
告
書
に
は
、
申
告
者
本
人
お
よ
び
扶

　
養
親
族
の
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

　
を
記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
個
人
番
号
を
記
入
し
た
申
告
書
を
提

　
出
す
る
際
に
は
、「
①
申
告
者
本
人
の
番

　
号
確
認
」と「
②
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る

　
方
の
本
人
確
認
」を
実
施
し
ま
す
の
で
、

　
市
役
所
事
務
室
の
仮
移
転
に
伴
い
弥
富
市
申
告
会
場
が
平
成
29

年
よ
り
変
更
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 《
弥
富
市
申
告
会
場
》

　
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
　
１
階
　
公
民
館
ホ
ー
ル

▽
相
談
期
間

　
2
月
18
日（
月
）〜
3
月
15
日（
金
）※

土
、
日
曜
日
は
除
く

▽
と
こ
ろ

　
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
　（
弥
富
市
前
ケ
須
町
野
方
8
0
2
番
地
20
）

▽
相
談
時
間

　
午
前
の
受
付
　
　
午
前
8
時
45
分
〜
11
時

　
午
後
の
受
付
　
　
午
後
1
時
〜
4
時

※

混
雑
状
況
に
よ
っ
て
は
、
午
前
の
受
付
時
間
中
に
来
場
さ
れ
て
も
午
後
の
相
談

　
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
お
急
ぎ
の
方
は
税
務
署
申
告
会
場（
津
島
商
工
会
議

　
所
：
9
ペ
ー
ジ
参
照
）に
お
い
て
も
確
定
申
告
会
場
を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
ご

　
利
用
く
だ
さ
い
。

総合社会教育センター

　
次
の
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
番
号
確
認
に
必
要
な
書
類

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、
個

　
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
な
ど

②
本
人
確
認
に
必
要
な
書
類

○
1
点
で
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳
カ

　
ー
ド（
顔
写
真
有
り
）、
運
転
免
許
証
、

　
パ
ス
ポ
ー
ト
、
障
害
者
手
帳
な
ど

○
2
点
で
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

　
各
種
保
険
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　（
顔
写
真
無
し
）、
年
金
手
帳
な
ど

▽
代
理
で
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、

　
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
に
持
参
す
る
も
の

①
申
告
者
の
個
人
番
号
が
確
認
で
き
る
書

　
類（
前
述
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

②
本
人
確
認
書
類（
前
述
を
ご
参
照
く
だ

　
さ
い
。）

③
委
任
状（
必
要
な
場
合
の
み
）

④
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

⑤
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票（
原
本※

）

※

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合

　
申
告
に
は
必
ず
原
本
が
必
要
で
す
。
支

　
払
者（
職
場
な
ど
。
年
金
は
、
年
金
の

　
支
払
者
）に
再
発
行
し
て
も
ら
っ
た
う

　
え
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
発
行
さ
れ
な
い
場
合
は
、
税

　
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

⑥
社
会
保
険
料
控
除（
国
民
健
康

　
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険
料

　
な
ど
）額
の
控
除
証
明
書
な
ど

⑦
生
命
保
険
、
地
震
・
旧
損
害

　
保
険
料
控
除
の
証
明
書

⑧
営
業
・
不
動
産
・
農
業
所
得

　
の
あ
る
方
は
、
青
色
決
算
書
・

　
白
色
収
支
内
訳
書（
あ
ら
か
じ

　
め
作
成
し
て
ご
来
場
く
だ
さ

　
い
。
な
お
、
租
税
公
課
は
、

　
固
定
資
産
税
の
課
税
明
細
書

　
に
記
載
が
あ
り
ま
す
の
で
確

　
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

⑨
医
療
費
控
除
ま
た
は
セ
ル
フ

　
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の

　
適
用
を
受
け
る
方
は
、
下
記

　
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

⑩
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
は
、

　
災
害
の
被
災
証
明
書
な
ど
所

　
定
の
証
明
書
・
損
害
に
よ
り

　
支
出
し
た
領
収
書

⑪
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

　
障
害
者
手
帳
や
福
祉
事
務
所

　
長
な
ど
の
認
定
書
な
ど

⑫
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
方
は
、

　
寄
附
金
受
領
証
明
書
・
寄
附

　
金
領
収
書（
申
告
者
名
義
）な

　
ど（
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト

　
ッ
プ
特
例
を
申
請
さ
れ
た
方

　
で
申
告
を
す
る
場
合
は
、
特

　
例
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
た

　
め
、
前
述
の
書
類
が
必
要
と

　
な
り
ま
す
。）

⑬
還
付
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
申
告
者
名

　
義
の
振
込
先
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

※

申
告
の
内
容
に
よ
り
、①
〜
⑬
以
外
の

　
書
類
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
市
役
所
税
務
課
お
よ
び
税
務
署

　
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方 

　
　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

　
4
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公

　
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

　
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に

　
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。（
公
的
年
金
な
ど
に
係
る

　
確
定
申
告
不
要
制
度
）

※

こ
の
場
合
で
も
、
還
付
を
受
け
る
た
め

　
に
は
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が

　
あ
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所

　
得
以
外
の
所
得
が
あ
り
、
そ
の
所
得
金

　
額
が
20
万
円
以
下
で
確
定
申
告
の
必
要

　
が
な
い
場
合
で
も
、
市
県
民
税
の
申
告

　
が
必
要
で
す
。

　
申
告
す
る
と
所
得
税
が
戻
る
こ
と
も

　
確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い
方
で
も
、

　
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
の
一
部
が
戻
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
医
療
費
控
除
ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

　
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
適
用
を
受
け
る
場
合

　
詳
し
く
は
、
下
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
場
合

　
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
な
か

　
っ
た
場
合
な
ど
。

TOPICS
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確
定
申
告
が
必
要
な
方
は

▽
一
般
の
方
の
場
合

　
事
業
を
し
て
い
る
方
、
土
地
や
建
物
を

　
貸
し
付
け
し
て
い
る
方
な
ど
で
、
平
成

　
30
年
中
の
合
計
所
得
が
所
得
控
除（
基

　
礎
控
除
・
配
偶
者
控
除
・
扶
養
控
除
な

　
ど
）の
総
額
を
超
え
る
方

▽
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合

・
給
与
の
年
間
収
入
が
2
千
万
円
を
超
え

　
る
方

・
給
与
を
1
か
所
か
ら
受
け
て
い
て
、
各

　
種
の
所
得
金
額（
給
与
所
得
、
退
職
所

　
得
を
除
く
）の
合
計
額
が
20
万
円
を
超

　
え
る
方

・
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
受
け
て
い
て
、

　
年
末
調
整
を
さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収

　
入
金
額
と
、
各
種
の
所
得
金
額（
給
与

　
所
得
、
退
職
所
得
を
除
く
）と
の
合
計

　
額
が
20
万
円
を
超
え
る
方
な
ど

 　

申
告
書
に
は
、
申
告
者
本
人
お
よ
び
扶

　
養
親
族
の
個
人
番
号（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

　
を
記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
　
個
人
番
号
を
記
入
し
た
申
告
書
を
提

　
出
す
る
際
に
は
、「
①
申
告
者
本
人
の
番

　
号
確
認
」と「
②
申
告
書
を
提
出
さ
れ
る

　
方
の
本
人
確
認
」を
実
施
し
ま
す
の
で
、

　自
主
申
告
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
毎
年
申
告
会
場
は
、
大
変
混

み
合
い
ま
す
。
申
告
書
を
ご
自

身
で
記
入
で
き
る
方
は
、
申
告

会
場
お
よ
び
税
務
課
窓
口
の
税

務
署
へ
の
直
送
投
函
箱
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。（
申
告
期
間
中
の

み
の
設
置)

　
青
色
決
算
書
・
白
色
収
支
内

訳
書
は
、
必
ず
ご
自
身
で
作
成

し
て
か
ら
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
租
税
公
課
や
減
価
償
却
の
計

算
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
、
事

前
に
市
役
所
税
務
課
お
よ
び
税

務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
近
年
、Ｉ
Ｔ
Ｃ（
情
報
・
通
信
技
術
）を
利
用
し
た
申
告
件

数
が
増
加
し
て
お
り
、
税
務
署
か
ら
送
付
し
た
申
告
用
紙
が

利
用
さ
れ
る
割
合
が
年
々
低
下
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

国
税
庁
で
は
、
申
告
書
用

紙
の
送
付
に
代
え
て
、「
確

定
申
告
の
お
知
ら
せ
」は
が

き
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　医師または歯科医師の診察費や治療費、治
療や療養に要する医薬品の購入費、おむつ代
（※医師の証明書など必要）、出産に係る費用、
発育段階にある子どもの歯列矯正費用など

　
前
年
の
確
定
申
告
書
の
作
成

場
所
・
作
成
方
法
・
提
出
方
法

が
以
下
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は

ま
る
方
で
、
翌
年
も
申
告
が
必

要
と
見
込
ま
れ
る
方

※

手
書
き
に
よ
り
申
告
書
を
作

　
成
さ
れ
る
方
へ
の
ご
案
内

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
や
プ
リ

ン
タ
の
な
い
方
な
ど
で
、
確
定
申

告
書
等
の
用
紙
が
必
要
な
方
は
、

管
轄
の
税
務
署（
津
島
税
務
署
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
医
療
費
控
除（
ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）の
適
用
を
受
け
る
場

合
は
、
領
収
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
代
わ
り
に
医
療
費
控
除（
ま

た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）

の
明
細
書
を
記
載
の
う
え
添
付
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。（
健
康
保
険
組
合
な
ど
が
発

行
す
る
医
療
費
通
知
の
添
付
に
よ
り
明
細

書
の
記
載
を
省
略
で
き
ま
す
。）

　
ま
た
、
領
収
書
は
自
宅
で
５
年
間
保
存

し
、
税
務
署
か
ら
求
め
ら
れ
た
と
き
は
提

示
や
提
出
の
必
要
が
あ
り
ま
す
。

確
定
申
告
書
用
紙
に
代
え
て

「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」は
が
き

が
送
付
さ
れ
る
方

▼
開
設
期
間

　
2
月
18
日（
月
）〜
3
月
15
日（
金
）

　（
土
、
日
曜
日
は
休
み
で
す
が
、

　
2
月
24
日（
日
）・
3
月
3
日（
日
）

　
に
限
り
開
設
い
た
し
ま
す
。）

※

開
設
期
間
中
、
税
務
署
で
は
申
告

　
書
の
提
出
は
で
き
ま
す
が
、
申
告

　
書
の
作
成
指
導
は
行
っ
て
い
ま
せ

　
ん
の
で
、
津
島
商
工
会
議
所
申
告

　
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
時
間

　
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

　（
申
告
書
の
作
成
に
は
時
間
を
要

　
し
ま
す
の
で
、
受
付
終
了
時
刻
の

　
午
後
4
時
ま
で
に
お
越
し
い
た
だ

　
く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り

　
案
内
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が

　
あ
り
ま
す
。）

▼
と
こ
ろ
　
津
島
商
工
会
議
所

　（
津
島
市
立
込
町
4
丁
目
1
4
4

　
番
地
）

　
津
島
税
務
署
　
☎
26
ー
2
1
6
1

　
電
話
は
自
動
音
声
で
案
内
し
て
い

　
ま
す
。

　
音
声
案
内
に
従
っ
て
操
作
し
て
く

　
だ
さ
い
。

医
療
費
控
除（
ま
た
は
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
）の

適
用
に
つ
い
て
、
領
収
書
の

提
出
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

医
療
費
控
除
の
明
細
書

　記
載
例

※明細書の様式は市役所税務課窓口や税務署および国
　税庁ホームページなどにて入手してください。

※従来の医療費控除とセルフメディケーション税制は選択適用のため、
　重複して適用することはできません。

1年間に支払った
対象となるOTC
医薬品の購入費

1年間に
支払った
医療費

保険金などで
補填される
金額

保険金など
で補填される
金額

控除額は
最高
88,000円
まで

12,000円

・
土
地
・
建
物
・
株
な
ど
を

　
売
却
さ
れ
た
方

・
贈
与
税
や
消
費
税
な
ど
の

　
申
告
を
さ
れ
る
方

・
青
色
決
算
書
・
白
色
収
支

　
内
訳
書
の
作
成
に
つ
い
て

　
の
相
談
を
さ
れ
る
方

・
住
宅
に
関
わ
る
税
額
控
除

　
を
受
け
る
初
年
度
の
申
告

　
を
さ
れ
る
方

・
平
成
30
年
中
所
得
分
以
外

　（
過
年
分
）の
確
定
申
告
を

　
さ
れ
る
方

【
津
島
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

医療費控除の対象
控除額の計算方法について

　薬局などで購入した定められた有効成分を
含むスイッチＯＴＣ医薬品の購入費（薬のパッ
ケージの印や領収書の表示、詳しくは厚生労
働省のホームページなどをご参照ください。）
※セルフメディケーション税制を適用する場合は、特定 
　健診やインフルエンザ予防接種などの受診を明らかに
　する証明書の添付または提示が必要です。

セルフメディケーション税制の対象

【
国
税
庁
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

確
定
申
告
書
の

発
送
に
つ
い
て
は
、

直
接
、
津
島
税
務
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
市
で
対
応
し
て
い
ま
せ
ん

　の
で
ご
了
承
下
さ
い
。）

・名鉄津島駅より徒歩 20 分　津島市役所より徒歩 3 分

（お知らせはがき）

作成場所

ご自宅など1

2

3

4

確定申告書等
作成コーナー 書面

税務署の申告会場 申告会場のパソコン e-Tax および書面

e-Tax および書面

e-Tax および書面

市の申告会場 全て

全て青色申告会、
商工会などの指導会場

作成方法 提出方法

所
得
税
、
個
人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び

贈
与
税
の
申
告
会
場
を
津
島
商
工
会
議
所
で

開
設
し
ま
す

確
定
申
告
書
用
紙
に
代
え
て

「
確
定
申
告
の
お
知
ら
せ
」は
が
き

を
お
送
り
し
て
い
ま
す

次
の
方
は
津
島
税
務
署
の

確
定
申
告
会
場

（
津
島
商
工
会
議
所
）で

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い

宮
一
至

川
王
天

至名古屋

津島税務署 文化会館

天王通り

津島
警察署 津島商工会議所

富
弥
至 屋

古
名
至所

役
市
島
津

駅
島
津

社
神
島
津

舎舎舎
庁庁庁庁
合合合合合合
総総総
部部部
海海海

N

　
次
の
書
類
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
番
号
確
認
に
必
要
な
書
類

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
通
知
カ
ー
ド
、
個

　
人
番
号
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票
な
ど

②
本
人
確
認
に
必
要
な
書
類

○
1
点
で
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

　
個
人
番
号
カ
ー
ド
、
住
民
基
本
台
帳
カ

　
ー
ド（
顔
写
真
有
り
）、
運
転
免
許
証
、

　
パ
ス
ポ
ー
ト
、
障
害
者
手
帳
な
ど

○
2
点
で
本
人
確
認
が
で
き
る
書
類

　
各
種
保
険
証
、
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　（
顔
写
真
無
し
）、
年
金
手
帳
な
ど

▽
代
理
で
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
に
は
、

　
委
任
状
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
に
持
参
す
る
も
の

①
申
告
者
の
個
人
番
号
が
確
認
で
き
る
書

　
類（
前
述
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。）

②
本
人
確
認
書
類（
前
述
を
ご
参
照
く
だ

　
さ
い
。）

③
委
任
状（
必
要
な
場
合
の
み
）

④
印
鑑（
ス
タ
ン
プ
式
不
可
）

⑤
給
与
・
年
金
の
源
泉
徴
収
票（
原
本※

）

※

源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た
場
合

　
申
告
に
は
必
ず
原
本
が
必
要
で
す
。
支

　
払
者（
職
場
な
ど
。
年
金
は
、
年
金
の

　
支
払
者
）に
再
発
行
し
て
も
ら
っ
た
う

　
え
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　
発
行
さ
れ
な
い
場
合
は
、
税

　
務
署
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

⑥
社
会
保
険
料
控
除（
国
民
健
康

　
保
険
税
・
国
民
年
金
保
険
料

　
な
ど
）額
の
控
除
証
明
書
な
ど

⑦
生
命
保
険
、
地
震
・
旧
損
害

　
保
険
料
控
除
の
証
明
書

⑧
営
業
・
不
動
産
・
農
業
所
得

　
の
あ
る
方
は
、
青
色
決
算
書
・

　
白
色
収
支
内
訳
書（
あ
ら
か
じ

　
め
作
成
し
て
ご
来
場
く
だ
さ

　
い
。
な
お
、
租
税
公
課
は
、

　
固
定
資
産
税
の
課
税
明
細
書

　
に
記
載
が
あ
り
ま
す
の
で
確

　
認
し
て
く
だ
さ
い
。）

⑨
医
療
費
控
除
ま
た
は
セ
ル
フ

　
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
の

　
適
用
を
受
け
る
方
は
、
下
記

　
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

⑩
雑
損
控
除
を
受
け
る
方
は
、

　
災
害
の
被
災
証
明
書
な
ど
所

　
定
の
証
明
書
・
損
害
に
よ
り

　
支
出
し
た
領
収
書

⑪
障
害
者
控
除
を
受
け
る
方
は
、

　
障
害
者
手
帳
や
福
祉
事
務
所

　
長
な
ど
の
認
定
書
な
ど

⑫
寄
附
金
控
除
を
受
け
る
方
は
、

　
寄
附
金
受
領
証
明
書
・
寄
附

　
金
領
収
書（
申
告
者
名
義
）な

　
ど（
ふ
る
さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト

　
ッ
プ
特
例
を
申
請
さ
れ
た
方

　
で
申
告
を
す
る
場
合
は
、
特

　
例
が
適
用
さ
れ
な
く
な
る
た

　
め
、
前
述
の
書
類
が
必
要
と

　
な
り
ま
す
。）

⑬
還
付
申
告
を
さ
れ
る
方
は
、
申
告
者
名

　
義
の
振
込
先
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

※

申
告
の
内
容
に
よ
り
、①
〜
⑬
以
外
の

　
書
類
が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
市
役
所
税
務
課
お
よ
び
税
務
署

　
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

　
公
的
年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
方 

　
　
公
的
年
金
な
ど
の
収
入
金
額
が

　
4
0
0
万
円
以
下
で
あ
り
、
か
つ
、
公

　
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所
得
以
外
の
所

　
得
金
額
が
20
万
円
以
下
で
あ
る
場
合
に

　
は
、
所
得
税
の
確
定
申
告
の
必
要
は
あ

　
り
ま
せ
ん
。（
公
的
年
金
な
ど
に
係
る

　
確
定
申
告
不
要
制
度
）

※

こ
の
場
合
で
も
、
還
付
を
受
け
る
た
め

　
に
は
確
定
申
告
書
を
提
出
す
る
必
要
が

　
あ
り
ま
す
。

　
　
ま
た
、
公
的
年
金
な
ど
に
係
る
雑
所

　
得
以
外
の
所
得
が
あ
り
、
そ
の
所
得
金

　
額
が
20
万
円
以
下
で
確
定
申
告
の
必
要

　
が
な
い
場
合
で
も
、
市
県
民
税
の
申
告

　
が
必
要
で
す
。

　
申
告
す
る
と
所
得
税
が
戻
る
こ
と
も

　
確
定
申
告
を
す
る
義
務
の
な
い
方
で
も
、

　
申
告
を
す
れ
ば
所
得
税
の
一
部
が
戻
る

　
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
医
療
費
控
除
ま
た
は
セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ

　
ー
シ
ョ
ン
税
制
の
適
用
を
受
け
る
場
合

　
詳
し
く
は
、
下
記
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

▽
年
末
調
整
を
受
け
て
い
な
い
場
合

　
年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
な
か

　
っ
た
場
合
な
ど
。

セルフメディケーション税制

従来の医療費控除

総
所
得
金
額
等

200万円
以上の方 10万円

200万円
未満の方

総所得
金額等
×5%

弥富 太郎
30

弥富 太郎 弥富〇〇病院 81,030 5,000
0
0

25,250
15,000

××やとみ薬局
弥富〇〇病院弥富 花子

同上

1 年間に
支払った
医療費

保険金などで
補填される
金額

控除額は
最高
200万円
まで
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ダニエルさん
34 歳

ゲームプログラマー
メキシコ出身

一柳さん
27 歳 公務員

第 6分団長
山本さん
37 歳 公務員

猪切さん
41 歳 自営業

一緒に活動しませんか？

Q3 活動の中で大変だったこと、辛かった
　　ことなどがあれば教えてください。
一柳さん：消火器の使い方や AED の使い方を覚えるだ
けでなく、その覚えたことを防災訓練に向けて地域の人
にわかりやすく教えられるようにすることが大変でした。

　12 月号に引き続き、私たち愛知大学生の 4 人がこのコーナーを担当
させていただきます！
　今回は弥富市の消防団員の皆さんを取材しました。私たちの中にも、
名古屋市大学生消防団に所属し活動している班員がおり、弥富市の消防
団の活動に興味津々です！
　それでは消防団員の皆さんへインタビューしていきましょう！！

Q1 消防団の主な活動内容について教えて
　　ください。
山本さん：いつ火事が起きても出動できるように日頃
から準備をしています。いろいろな研修や訓練に参加し
たり、運動会やお祭りの警備などをしています。毎週日曜日
には 1 時間程度、小型ポンプが稼働するか確認し、平島地区
の巡回パトロールや消火栓ボックスの点検をしています。

Q2 自分の仕事と消防団の活動を
　　どのように両立していますか。
猪切さん：第 6 分団は会社員や自営業などさまざま
な職業の団員がおり、土日休みの人、平日休みの人
がいます。私は自営業のため、訓練の日時を事前に
聞いておけば調整できます。もし、火災が発生した
場合でも、すぐに出動できるように自分の仕事は早
めに終わらせるようにしています。

Q4 入団前と入団後で消防団へのイメージ
　　について変化したことはありますか。
ダニエルさん：妻の兄に誘われて入団しました。入団前
は、外国人は入団できないという印象でした。外国人は
入りづらいと思っていましたが、入ったら楽しい
ですよ！日本の消防団は火を消す以外にも、祭りの警備
などまちのお手伝いをしていたり、活動内容がいろいろあ
って感動しました。地域の役に立っているなと感じて
います。

Q5 活動の中でやりがいを感じたこと
　　などがあれば教えてください。
ダニエルさん：毎年行われる小型ポンプ操法大会
です。大会に向けて、夜に何度も訓練するため、
次の日に仕事があると大変です。だけどつらいと
いうことはないです。
　小型ポンプ操法大会に向けて練習したこ
とで、実際、佐古木の倉庫で火災が発生し
た際に役立ち、活躍できています。

平島地区を守る、消防団　第６分団にインタビュー！

ある日の訓練の様子

地域の安全は私たちが　守ります!!Q6 最後に一言お願いします。

この日は、9月に開催した地域の防災訓練で地域の方々に教えられるよう、
皆さん熱心に消防士や市職員の方からの指導を受けていました。

実際の
訓練の様子

　倒れた方や怪我をした方への応急
手当を学んでいました。応急手当は
救急隊員などが到着するまでに行わ
れる重要な処置です。

　災害時に災害用ヘリを誘導するた
めの方法を学んでいました。

　今回は「もやい結び」の練習を
行っていました。この結び方は、
命綱として救命のときなどに使用
します。ロープの結び方を学ぶこ
とで災害時に役立ちます。

▼男女問わず　
▼年齢 18歳以上 60歳未満
▼市内在住、在勤の方
　職業や年齢がさまざまな方々と交流でき、学ぶことも多
くあります。もちろん国籍も関係ありません！現在、弥富
市では若者の団員が不足しており若者の力も必要です。あ
なたも一緒に弥富市の安全を守りませんか？詳しくは HP
をご覧ください！

　 市役所危機管理課（内線 365）
　  http://www.city.yatomi.lg.jp/kurashi/1000511/1001490.html

ヘリコプター誘導
ヘリコプター役

応急手当 ロープ結索
インタビューを終えてみて
　皆さんからは地域を守りたいという熱意
を感じました。また、同じ志を持っている
仲間同士、和気あいあいと、とても良い雰囲気で
活動していました。
　日本各地で災害が起きている中、自分たちの
家族、地域を守るのは私たち自身です。これを
機に防災について考え直してみませんか。

お読みいた
だき

ありがとう

ございまし
た。

愛 EYE’s大

大変なことも
あるけれど

その中で学ぶことも
多いようです！

実際の
訓練の様子

弥富市では消防団員を募集しています
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将棋をしよう
（小学生対象）

お正月遊びをしよう

子育てに困っていること、悩んでいることはありませんか？子育ての喜びや悩みを分かち合い、一緒に子育てしましょう！
★各支援センター共通　　開館時間　8：30 ～ 17：15　　休館日　土・日曜日、祝日　

ひので子育て支援センター
☎66－0008
弥生子育て支援センター
☎65－8211
東部子育て支援センター
☎52－4612

電話相談 9：00 ～ 16：30
面接相談 13：00 ～ 16：30
訪問相談13：00～15：30（要予約）
臨床心理士の個別相談（要予約）

なかよしひろば、あおぞらひろば、年齢にあわ
せて、 わくわくベビー、キッズ、チャイルド、
フレンズ、マタニティーを行っています。
※「わくわくだより」・ホームページを通して情
報と日程をお知らせします。

児童館だより 1月1日 ～ 2月10日
★各児童館共通　開館時間　9:30 ～ 17:00（3 月から 9:30 ～ 18:00）  　休 館  日　日曜日・祝日
おしらせ：11 月 1 日～平成 31 年 2 月末日までの間 17：00 に閉館時間が変更となります。

紙ひこうき教室
( 小学生対象）

伝承遊びを楽しもう
（小学生対象）

卓球をしよう
（小学生対象）

※お話しタイムはさくら・白鳥・大藤（月曜日）、栄南・弥生・東部（木曜日）10：30 ～・16：00 ～に行います。
※定員がある行事で、市外の方が参加を希望される場合は、各児童館にお問い合わせください。
※紙ひこうき教室と伝承遊びは、交互に隔月で行います。

相談日　月～金曜日 行　　事

※詳しくは、各子育て支援センターにお問い合わせください。

事務所にて、平日 9:30～17:45 まで会員登録をしています。

※詳しくは、ファミリー・サポート・センター  ☎52－0922  へお問い合わせください。

さくら児童館
☎65-6191

白鳥児童館
☎66-1036

栄南児童館
☎68-6266

弥生児童館
☎65-8107

大藤児童館
☎68-4101

東部児童館
☎52-4611

1 月 10 日（木）
15：30 ～

2 月 7 日（木）
16：00 ～

1 月 22 日（火）
16：00 ～

1 月 16 日（水）
16：00 ～

1 月 28 日（月）
16：00 ～

1 月 19 日（土）
14：00 ～ 16：00

1 月 12 日（土）
2 月 9 日（土）
14：00 ～ 16：00

1 月 16 日（水）
16：00 ～

1 月 26 日（土）
14：00 ～ 16：00

1 月 19 日（土）
14：00 ～ 16：00

1 月 19 日（土）
14：00 ～ 16：00

1 月４日（金）～
こままわし・かるたとり・はねつきなどお正月の遊びをお友だちと楽しみましょう。

豆まきをしよう 2 月 2 日（土） 10：30 ～
「鬼は～そと！」「福はうち！」大きな声で元気に豆まきをしましょう。

1 月 9 日（水）
15：30 ～

“みんなで子育て”
応援します！子育て支援センター

利用会員入会出張所 1 月 21 日（月）14：00 ～ 14：30 受付 ところ／保健センター　１階　ロビー　　持ち物／印鑑・母子手帳
☎52－0922
基本事業、病児・病後児保育の利用は、事前に会員登録が必要です。

専用保育施設　キッズケアルーム「えがお」

月～土　9：30 ～ 17：45

月～金　8：30 ～ 17：00

利用予約

病児・病後児保育利用

受 付  月～土曜日 / 9：30 ～ 17：45　（土曜日は電話受付のみ） 休業日  日曜日・祝日

ファミリー・サポート・センター 利用会員 と 協力会員 が  

 助け合う組織 です

協力会員募集中！

　児童館は毎月、遊びや工作、ゲームをします。年間を通じ
て定期的に行っている「革でつくろうわくわくワークショッ
プ」は親子や小学生も参加でき端革を利用したコインケー
ス、ブローチを作っています。また、革もいろいろな動物の
革を展示し革の話から命の大切さを学ぶワークショップを行
っています。

　さくら児童館は、明るい緑色の丸い屋根、文鳥と金魚の風見鶏
がかわいい児童館です。館庭には、桜の木があり、春は満開の桜
の木の下で子どもたちが花びらで遊び、夏は木陰でひと休みし、
秋は落ち葉で遊んでいます。桜の木の下にある砂場は小さい子ど
もたちや小学生にも大人気です。子どもたちは、お母さんと砂の
山を作ったり、友達と泥だんごを作ったりと年齢に関係なく一緒
に遊べるのも児童館ならではの光景です。

児 童児 童さ く らさ く ら 館館

　９月には年に１度のイベント「児童館まつり」
を開催し、大盛況でした。小学生がスタッフと
して参加し、普段遊びに来ている時とは違った
一面も見ることができます。
　また、中学生や高校生の来館も多く、カプラ
やボードゲームなどで遊んでいます。小さい子
どもと小学生が一緒に遊び、小学生と中学生が
一緒に遊び、異年齢交流は子どもたちにとって
やさしい心を育んでいく居場所だと思います。
　赤ちゃんから高校生までの皆さん、さくら児
童館でいっぱい遊んでくださいね！

　年齢に関係なく共通して楽しめる
ボードゲームも充実しており、簡単
なゲームから、高学年向きのゲーム
まで毎日楽しくボードゲームをして
います。土曜日はお父さんと一緒に
ボードゲームをしている姿も多く見
られます。

♥ さくら児童館に遊びにおいでよ ♥
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このコーナーでは、弥富市の
まだまだ知られざる歴史について、
弥富ふるさとガイドボランティアが
紹介していきます。

まちの
話題
まちの
話題

市ホームページ内フォトギャラリーや
公式ツイッターでもまちの
話題を紹介しています！ 

開発部防災訓練

当選証書を受け取る安藤 正明新市長

防災訓練の様子

和気あいあいと交流を深める参加者ら

当選証書付与式
　12 月３日、十四山支所で、弥富市長選挙において選出された新市長の
当選証書付与式が行われました。
　伊藤 学選挙管理委員会委員長より当選証書を受け取った安藤 正明新市
長は、「正しく、明るく、新しい弥富市を市民や職員と一緒につくっていき
たい。」と語りました。
　伊藤委員長からは、「一層の市政発展のため、活躍を祈念する。」と激励が
ありました。

　11 月 5 日、平島町および竹田地内にて、市と市建設業
協力会による防災訓練が行われました。この訓練は、集
中豪雨などによる湛水被害に対する防災体制の確立や住
民生活の被害を最小限にとどめることを目的に行われま
した。
　平島町地内では、水中ポンプや操作盤、発電機を設置
し、実際に排水訓練を行い、竹田地内では、発電機を用
いた停電時における下水処理場の稼働訓練を行いました。

年輪のつどい
　11 月 25 日、総合社会教育センターで今年度 60 歳を
迎える方を対象とした年輪のつどいが開催されました。
午前は市内バスツアーを、午後は交流会を行いました。
計 59 名の参加者は、普段自分たちが住んでいる弥富市の
魅力を再発見したり、今後のライフプランのお話をした
りして楽しみました。
　このつどいでの出会いや交流が、今後のつながりを深
めていくきっかけとなる貴重な場となりました。

▲「孝女そよ宅址」の碑

やとみ 歴 史 探 訪
明治の東海道（その５）

　広報 10 月号でご紹介した弥勒寺から、さらに東に進みます。
「中学校前」の交差点から三ツ又池公園に向かうと、道の左側に
「孝女そよ宅址」の碑があります。
　そよは、享保 13（1728）年に鳥ケ地で生まれました。幼いこ
ろに母親と別れ父親に苦労して育てられたため、父親のありがた
さを思い孝行をつくしたといいます。
　そよの話は、鳥ケ地に住む西河菊荘によって安永７（1778）年
に「孝女曽與伝」として出版されて広まりました。
　そよは寛政 12（1800）年に亡くなりましたが、その後も功績
がたたえられ、明治・大正時代の修身の教科書にも取り上げられ
全国に広まりました。弥勒寺の門前には、今でもそよの墓が残っ
ています。
　明治の東海道は、「孝女そよ宅址」の碑からさらに東に続きます。

平成30年度弥富市防災ワークショップ平成30年度弥富市防災ワークショップ
　10 月末～12 月にかけて、地域の共助をテーマに
「弥富市防災ワークショップ」が開催されました。自
主防災会、民生児童委員、消防団、学校、保育所、地
域包括支援センター、要配慮者利用施設職員など地域
のさまざまな立場の方が、地域の防災について一緒に
考えました。

≪10月31日　第1回全体会≫
　十四山スポーツセンターで行われた第 1 回の全体
会では地域包括支援センターの末藤センター長から、
地域での同センターの役割についての講演や、下之割
自主防災会、前ケ平自主防災会の活動の紹介があり、
地域の共助の体制について参加者は真剣に考えていま
した。　第 2 回の地区ワークショップは、毎週各地区で

開催され、避難行動要支援者名簿の周知方法や、
地域の不安、取り組みについて各班に分かれて、
グループワーク形式で話し合いました。地域の共
助についてさまざまな立場の参加者が意見を出し
合い、防災に関する意識を共有していました。

≪12月18日  第3回全体報告会≫
　十四山スポーツセンターで行われた第 3 回の報
告会では各地区のワークショップで発表された意見
が報告され、各地区の防災や共助に対する認識や不
安、取り組みなどが紹介されました。市全体として
地域の共助への意識を共有することができました。

広報やとみでは市民の皆さんが撮影したお写真を募集しています !
詳しくは、市ホームページ『投稿こんな〇〇あったがね～』をご覧ください。

≪11月8日～12月11日　第2回地区ワークショップ≫

もちつき大会
（十四山西部小学校）
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に
つ
い
て
考
え
る「
地
域
包
括
ケ
ア
サ
ミ

ッ
ト
」を
開
催
し
ま
す
。
名
古
屋
大
学
医

学
部
附
属
病
院
教
授
に
よ
る
、
講
演
会
や

海
部
医
療
圏
の
４
市
２
町
１
村
の
各
首
長

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

▼
と
　
き
　
2
月
16
日（
土
）

　
午
後
2
時
〜
4
時
15
分

▼
と
こ
ろ
　
津
島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
大
ホ
ー
ル（
旧
津
島
勤
労
福
祉
会
館「
ア

　
イ
プ
ラ
ザ
津
島
」）

▼
内
　
容
　

　（
第
1
部
）　
午
後
2
時
〜
3
時

　「
地
域
包
括
ケ
ア
の
深
化
、
地
域
共
生

　
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」

　
講
師
：
水
野 
正
明
氏（
名
古
屋
大
学
医

　
学
部
附
属
病
院
教
授
）

　（
第
2
部
）　
午
後
3
時
〜
4
時
15
分

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
わ
が
ま

　
ち
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

　
海
部
医
療
圏
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援

　
セ
ン
タ
ー（
津
島
市
役
所
神
守
支
所
内
）

　
☎
58
ー
5
9
8
9

▼
目
　
的
　
次
期
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

　
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
て
、
弥
富
市
都
市

　
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）を
作
成
し

　
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

　
募
集
し
ま
す
。

▼
案
の
公
表
・
意
見
募
集
期
間

　
1
月
10
日（
木
）〜
2
月
12
日（
火
）

○
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）さ
れ
た
国
保

　
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

　
保
険
料
は
、
年
金
受
給
者
本
人
が
納
付

　
し
た
こ
と
に
な
る
た
め
、
配
偶
者
や
そ

　
の
他
の
親
族
の
申
告
で
控
除
の
対
象
と

　
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
国
保
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

　
介
護
保
険
料
の
納
税
通
知
書
に
記
載
さ

　
れ
た
金
額
は
、
年
度
単
位
で
算
定
さ
れ

　
て
い
ま
す
の
で
、
控
除
の
対
象
と
な
る

　
金
額
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
市
役
所
保
険
年
金
課（
内
線
1
2
3・
1
2
6
）

　
市
役
所
介
護
高
齢
課（
内
線
1
7
3
）

　
平
成
31
年
度
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る「
第
2
次
弥
富
市
総
合

計
画
」に
つ
い
て
、
市
民
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
2
月
10
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　（
開
場
：
午
前
9
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ
　
十
四
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
第
2
ア
リ
ー
ナ

▼
内
　
容

・
第
2
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

・
基
調
講
演「
総
合
計
画
の
過
去
・
現
在
・

　
未
来
〜
市
民
協
働
と
職
員
実
践
の
キ
ャ

　
ン
バ
ス
と
し
て
〜
」

講
師
：
入
江 

容
子
氏

　
　
　（
愛
知
大
学
法
学
部
教
授
）

　
市
役
所
秘
書
企
画
課（
内
線
2
2
4
）

　
昭
和
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！
戦

争
の
前
か
ら
昭
和
の
終
わ
り
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
期
に
使
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
モ

ノ
た
ち
が
大
集
合
！
資
料
館
の
文
鳥
職
員

「
ぶ
ん
ち
ゃ
ん
」の
パ
ネ
ル
展
も
同
時
開
催

し
ま
す
。
来
館
者
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。

▼
と
　
き
　
1
月
16
日（
水
）〜
3
月
10
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
2
階
　
特
別
展
示
室

　
歴
史
民
俗
資
料
館

　（
休
館
日
：
月
・
火
曜
日
）

　
初
回
に
無
料
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

（
器
具
説
明
な
ど
）を
受
講
い
た
だ
き
ま
す

と
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
な
お
、
小
学
生
以
下
の
ご
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
料
　
金

　
大
人
２
５
０
円
・
中
学
生
１
２
０
円

※

講
習
は
１
時
間
半
程
か
か
り
ま
す
。

※

予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

運
動
の
で
き
る
服
装
と
上
履
き
を
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

※

初
回
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　
十
四
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
ー
２
１
１
０

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
の
合
同
で
成
年
後
見
制
度

の
講
演「
な
ぜ
成
年
後
見
制
度
が
必
要
な

の
か
」を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
1
月
27
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
40
分

▼
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
研
修
室

▼
対
象
者
　
市
民
お
よ
び
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
連
絡
協
議
会
会
員

▼
講
　
師
　
宮
本 

英
行
氏（
弁
護
士
）

　（
愛
知
県
弁
護
士
会「
高
齢
者
・
障
害
者

　
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会（
ア

　
イ
ズ
）」第
5
部
会
長
）

　
・
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
☎
65
ー
8
1
0
5

　
　
65
ー
8
0
0
2

　「
こ
こ
ろ
が
疲
れ
て
い
る
な
」、「
不
安
に

な
っ
て
い
る
」な
ど
精
神
的
に
疲
れ
て
い
る

方
や「
誰
か
に
話
を
聞
い
て
欲
し
い
！
」、

「
居
場
所
を
作
り
た
い
」と
考
え
て
い
る

方
、
仲
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
　
き
　
１
月
26
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
研
修
室

▼
料
　
金
　
１
０
０
円（
お
茶
菓
子
代
）

▼
主
　
催
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
協
　
力
　
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　『
き
ん
ぎ
ょ
草
』

※

雰
囲
気
が
分
か
ら
な
い
方
や
参
加
を
迷

　
っ
て
い
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
☎
65
ー
3
7
2
4

　
2
0
1
9
年
8
月
1
日（
木
）か
ら
10
月

14
日（
月
・
祝
）ま
で
開
催
す
る
、
3
年
に

▼
案
の
公
表
・
閲
覧
場
所

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
都
市
計
画

　
課（
十
四
山
支
所
1
階
）、
図
書
館
棟
1

　
階
、
鍋
田
支
所

※
閲
覧
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜

　
午
後
5
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　
を
除
く
）

▼
意
見
提
出
方
法
　
閲
覧
場
所
備
え
付
け

　
も
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
し
た
意
見
提
出
用
紙
に
よ
り
、持

　
参
、郵
送
、F
A
X
、電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

　
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
役
所
都
市
計
画
課（
内
線
2
7
2
）

　
　
52
ー
3
2
7
6
　
　

　
　toshikei@

city.yatom
i.lg.jp

　
ガ
ラ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
小
さ
な
ト
レ

イ
を
作
り
ま
す
。

▼
と
　
き
　
2
月
8
日（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
定
　
員
　
15
名

▼
料
　
金
　
1
，5
0
0
円（
材
料
費
）

▼
申
込
方
法
　
1
月
11
日（
金
）午
前
9
時

　
15
分
か
ら
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で

　
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。
午
前
9
時
30

　
分
の
時
点
で
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

　
選
を
行
い
ま
す
。

※

電
話
で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
市
役
所
生
涯
学
習
課

　（
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）

一
度
の
国
際
芸
術
祭「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
2
0
1
9
」の
運
営
を
支
え
て
く

だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
条
件
や
申
込
方
法
な
ど
を
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
期
間
　
2
0
1
9
年
7
月
31
日（
水
）

　
〜
10
月
14
日（
月
・
祝
）〔
内
覧
会
を
含
む
〕

▼
活
動
場
所
　「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

　
2
0
1
9
」各
会
場（
愛
知
芸
術
文
化
セ

　
ン
タ
ー
、
名
古
屋
市
美
術
館
、
名
古
屋

　
市
内
の
ま
ち
な
か〈
四
間
道
・
円
頓
寺

　
地
区
な
ど
〉、
豊
田
市〈
豊
田
市
美
術
館

　
お
よ
び
ま
ち
な
か
〉）

▼
申
込
期
限
　
1
月
31
日（
木
）

　
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
9

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局

　
☎（
0
5
2
）9
5
0
ー
3
5
8
0

　
　（
0
5
2
）9
5
0
ー
3
3
7
0

　
　triennale2019-volunteer@

　congre.co.jp

　
　http://aichitriennale.jp/

　（
受
付
：
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

　
放
送
大
学
は
、
2
0
1
9
年
4
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
〜
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
９
万

　
平
成
30
年
1
月
〜
12
月
に
納
付
し
た
国

民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
は
、
確
定
申

告
の
と
き
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
、
全
額
を
所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
課

税
対
象
の
所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

2019

1
「
お
知
ら
せ
」「
募
集
」な
ど
暮
ら
し
に
役

立
つ
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

第
2
次
総
合
計
画
市
民
説
明
会

1
月
10
日
は「
1
1
0
番
の
日
」で
す

成
年
後
見
制
度
普
及
啓
発
講
演

海
部
歴
史
研
究
会
講
演
会

『
近
世
へ
の
転
換
期
と
海
部
地
域
』

ふ
れ
愛
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

海
部
医
療
圏（
津
島
市
、愛
西
市
、

弥
富
市
、あ
ま
市
、大
治
町
、蟹
江
町
、

飛
島
村
）地
域
包
括
ケ
ア
サ
ミ
ッ
ト

「
登
記
、
相
続
に
つ
い
て
の

市
民
講
座
」・「
相
続
相
談
会
」の

開
設
に
つ
い
て

十
四
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
1
月
の
予
定

企
画
展
　
昔
の
く
ら
し
展

「〝
き
み
〞の
知
ら
な
い
昭
和
＆

弥
富
の
文
鳥
ぶ
ん
ち
ゃ
ん
の
成
長
」

国
民
健
康
保
険
税
、後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、介
護
保
険
料
の
社
会

保
険
料
控
除
に
つ
い
て

弥
富
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
案
）に
つ
い
て
の
意
見
募
集

（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

①１０：００～②１４：３０～③１８：３０～

（土）
（日）
（金）
（土）
（日）
（水）
（土）
（日）
（火）
（土）
（日）
（木）

②
①
②
②
①
②
②
①
②
②
①
②

③
②
③
③
②
③
③
②
③
③
②
③

5日
6日
11日
12日
13日
16日
19日
20日
22日
26日
27日
31日

２回目１回目日　程

●各問い合わせ先の電話番号については、2ページをご覧ください。
問い合わせ先　　申し込み先　　メール　　ホームページ　　FAX

●費用の記載のないものは無料です。●申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

▼納付済額の確認方法
特別徴収
（国民年金や厚
生年金などから
の天引き）

普通徴収
（納付書払いまたは口座振
替）

年金保険者（日本
年金機構など）か
ら送付される「公
的年金等の源泉
徴収票」

国民健康保険税
1 月下旬に市が送付する
「国民健康保険税納付済通
知書」
後期高齢者医療保険料、
介護保険料
1 月下旬に市が送付する
「納付額確認書」
※ 納付書払いの方は領収
書、口座振替の方は預貯
金通帳でも確認できます。

支
払
方
法

確
認
書
類

お
知
ら
せ
し
ま
す

募
集
し
ま
す

人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
3
0
0

の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限
　

　（
第
1
回
）2
月
28
日

　（
第
2
回
）3
月
17
日

　
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎（
0
5
2
）8
3
1
ー
1
7
7
1

1617 2019（平成31）年 1月号 広報やとみ2019（平成31）年 1月号 広報やとみ



「未来につなぐ公共施設を考える
　　　　　　　　ワークショップ」を開催！
～次世代を担う子どもたちに負担を残さないために～

▼
主

　催
　
あ
ま
市
教
育
委
員
会
・

　
海
部
歴
史
研
究
会
　

　
あ
ま
市
美
和
歴
史
民
俗
資
料
館

　
☎（
０
５
２
）４
４
２
ー
８
５
２
２

　（
休
館
日
：
水
・
木
曜
日
）

◎
事
件
・
事
故 

緊
急
事
案
は
1
1
0
番

◎
警
察
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
#
9
1
1
0

　
1
1
0
番
は
、
緊
急
通
報
の
た
め
の
専

用
電
話
で
す
。「
事
件
・
事
故
の
被
害
に
あ

っ
た
、
目
撃
し
た
。」そ
の
時
は
、
焦
ら

ず
・
慌
て
ず
・
冷
静
に
1
1
0
番
通
報
を

し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
1
1
0
番
通
報
の
約
4
分
の
1

が
緊
急
性
の
な
い
通
報
で
、
事
件
・
事
故

な
ど
の
対
応
に
影
響
を
及
ぼ
す
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。
緊
急
性
の
な
い
要
望
・
相

談
・
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
、
警
察
の
相

談
ダ
イ
ヤ
ル「
#
9
1
1
0
」ま
た
は
蟹
江

警
察
署
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、「
１
１
０
番
の
日
」に
ち
な
み
、

市
内
で
広
報
活
動
を
行
い
ま
す
。

▼
と

　き
　
１
月
10
日（
木
）午
前
10
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ
　
ウ
イ
ン
グ
プ
ラ
ザ
パ
デ
ィ
ー

　
１
階
　
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ

▼
内

　容

　ミ
ス
弥
富
金
魚
・
ミ
ス
弥
富

　
が
一
日
警
察
官
と
な
り
、
１
１
０
番
ク

　
イ
ズ
を
行
っ
た
り
、
市
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

　「
き
ん
ち
ゃ
ん
」も
来
場
し
、
１
１
０
番

　
広
報
を
行
い
ま
す
。

　
愛
知
県
蟹
江
警
察
署
　

　
☎
95
ー
0
1
1
0

▼
と

　き
　
2
月
９
日（
土
）

・「
市
民
講
座
」午
後
1
時
〜
2
時
30
分

・「
相
続
・
遺
言
に
関
す
る
面
接
相
談
会
」

　
午
前
10
時
〜
午
後
3
時

▼
と
こ
ろ
　
津
島
市
文
化
会
館

　（
津
島
市
藤
浪
町
三
丁
目
89
番
地
10
）

▼
定

　員
　
先
着
各
40
名

　
※
事
前
予
約
さ
れ
た
方
を
優
先

▼
主

　催

　名
古
屋
法
務
局
津
島
支
局

　
愛
知
県
司
法
書
士
会
熱
田
・
海
部
支
部

　
名
古
屋
法
務
局
津
島
支
局

　
☎
26
ー
2
4
2
3
　（
呼
出
番
号
3
）

　（
平
日
：
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）

　
中
世
〜
近
世
に
か
け
て
の
激
動
の
時

期
、
そ
し
て
こ
の
時
期
の
海
部
地
域
に
ス

ポ
ッ
ト
を
当
て
た
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と

　き
　
２
月
９
日（
土
）

　
午
後
２
時
〜
４
時（
１
時
30
分
開
場
）

▼
と
こ
ろ
　
甚
目
寺
公
民
館
　
大
ホ
ー
ル

　（
あ
ま
市
甚
目
寺
二
伴
田
65
番
地
）

▼
内

　容
　

・「
本
能
寺
の
変
直
後
の
織
田
重
臣
の
動

　
向
―『
中
国
大
返
し
』考
―
」藤
田 

達
生

　
氏（
三
重
大
学
教
育
学
部
教
授
）

・「
近
代
に
お
け
る
蟹
江
合
戦
の
認
識（
仮
）」

　
花
井 

昴
大
氏（
蟹
江
町
歴
史
民
俗
資
料

　
館
）

　
障
が
い
児
者
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
く
た
め
に
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
し
ま
す
。

▼
と

　き
　
2
月
11
日（
月
・
祝
）

　
開
場
：
午
後
1
時
30
分

　
開
演
：
午
後
2
時

▼
と
こ
ろ
　
津
島
市
文
化
会
館

▼
出
演
者
　
山
川 

豊
氏

▼
協
力
金
　
1
枚
　
3
，0
0
0
円

▼
主

　催
　
海
部
地
区
心
身
障
害
児
者
保

　
護
者
会
連
合
会

　
弥
富
市
心
身
障
害
児（
者
）父
母
の
会
　

　
服
部 

澄
代
　
☎
67
ー
4
5
8
8

　
医
療
や
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
、
で

き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
や
自
宅
で
安

心
し
て
生
活
す
る
に
は
何
が
必
要
か
な
ど

に
つ
い
て
考
え
る「
地
域
包
括
ケ
ア
サ
ミ

ッ
ト
」を
開
催
し
ま
す
。
名
古
屋
大
学
医

学
部
附
属
病
院
教
授
に
よ
る
、
講
演
会
や

海
部
医
療
圏
の
４
市
２
町
１
村
の
各
首
長

に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行

い
ま
す
。

▼
と

　き
　
2
月
16
日（
土
）

　
午
後
2
時
〜
4
時
15
分

▼
と
こ
ろ
　
津
島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
大
ホ
ー
ル（
旧
津
島
勤
労
福
祉
会
館「
ア

　
イ
プ
ラ
ザ
津
島
」）

▼
内

　容
　

　（
第
1
部
）　
午
後
2
時
〜
3
時

　「
地
域
包
括
ケ
ア
の
深
化
、
地
域
共
生

　
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」

　
講
師
：
水
野 

正
明
氏（
名
古
屋
大
学
医

　
学
部
附
属
病
院
教
授
）

　（
第
2
部
）　
午
後
3
時
〜
4
時
15
分

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン「
わ
が
ま

　
ち
の
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」

　
海
部
医
療
圏
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援

　
セ
ン
タ
ー（
津
島
市
役
所
神
守
支
所
内
）

　
☎
58
ー
5
9
8
9

▼
目

　的
　
次
期
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

　
ラ
ン
の
策
定
に
向
け
て
、
弥
富
市
都
市

　
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
案
）を
作
成
し

　
ま
し
た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
の
意
見
を

　
募
集
し
ま
す
。

▼
案
の
公
表
・
意
見
募
集
期
間

　
1
月
10
日（
木
）〜
2
月
12
日（
火
）

○
特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
）さ
れ
た
国
保

　
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介
護

　
保
険
料
は
、
年
金
受
給
者
本
人
が
納
付

　
し
た
こ
と
に
な
る
た
め
、
配
偶
者
や
そ

　
の
他
の
親
族
の
申
告
で
控
除
の
対
象
と

　
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
国
保
税
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

　
介
護
保
険
料
の
納
税
通
知
書
に
記
載
さ

　
れ
た
金
額
は
、
年
度
単
位
で
算
定
さ
れ

　
て
い
ま
す
の
で
、
控
除
の
対
象
と
な
る

　
金
額
と
は
異
な
り
ま
す
。

　
市
役
所
保
険
年
金
課（
内
線
1
2
3・
1
2
6
）

　
市
役
所
介
護
高
齢
課（
内
線
1
7
3
）

　
平
成
31
年
度
か
ら
10
年
間
の
ま
ち
づ
く

り
の
指
針
と
な
る「
第
2
次
弥
富
市
総
合

計
画
」に
つ
い
て
、
市
民
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

▼
と

　き
　
2
月
10
日（
日
）

　
午
前
10
時
〜
11
時
45
分

　（
開
場
：
午
前
9
時
30
分
〜
）

▼
と
こ
ろ
　
十
四
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
第
2
ア
リ
ー
ナ

▼
内

　容

・
第
2
次
総
合
計
画
に
つ
い
て

・
基
調
講
演「
総
合
計
画
の
過
去
・
現
在
・

　
未
来
〜
市
民
協
働
と
職
員
実
践
の
キ
ャ

　
ン
バ
ス
と
し
て
〜
」

講
師
：
入
江 

容
子
氏

　
　
　（
愛
知
大
学
法
学
部
教
授
）

　
市
役
所
秘
書
企
画
課（
内
線
2
2
4
）

　
昭
和
の
時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！
戦

争
の
前
か
ら
昭
和
の
終
わ
り
ま
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
時
期
に
使
わ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
モ

ノ
た
ち
が
大
集
合
！
資
料
館
の
文
鳥
職
員

「
ぶ
ん
ち
ゃ
ん
」の
パ
ネ
ル
展
も
同
時
開
催

し
ま
す
。
来
館
者
に
は
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
。

▼
と

　き
　
1
月
16
日（
水
）〜
3
月
10
日（
日
）

　
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
2
階
　
特
別
展
示
室

　
歴
史
民
俗
資
料
館

　（
休
館
日
：
月
・
火
曜
日
）

　
初
回
に
無
料
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会

（
器
具
説
明
な
ど
）を
受
講
い
た
だ
き
ま
す

と
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
な
お
、
小
学
生
以
下
の
ご
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
料

　金

　
大
人
２
５
０
円
・
中
学
生
１
２
０
円

※

講
習
は
１
時
間
半
程
か
か
り
ま
す
。

※

予
定
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※

運
動
の
で
き
る
服
装
と
上
履
き
を
お
持

　
ち
く
だ
さ
い
。

※

初
回
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　
十
四
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
☎
52
ー
２
１
１
０

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
連
絡
協
議
会
の
合
同
で
成
年
後
見
制
度

の
講
演「
な
ぜ
成
年
後
見
制
度
が
必
要
な

の
か
」を
実
施
し
ま
す
。

▼
と

　き

　1
月
27
日（
日
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
40
分

▼
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
研
修
室

▼
対
象
者
　
市
民
お
よ
び
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ

　
ア
連
絡
協
議
会
会
員

▼
講

　師

　宮
本 

英
行
氏（
弁
護
士
）

　（
愛
知
県
弁
護
士
会「
高
齢
者
・
障
害
者

　
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会（
ア

　
イ
ズ
）」第
5
部
会
長
）

　
・
　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
☎
65
ー
8
1
0
5

　
　
65
ー
8
0
0
2

　「
こ
こ
ろ
が
疲
れ
て
い
る
な
」、「
不
安
に

な
っ
て
い
る
」な
ど
精
神
的
に
疲
れ
て
い
る

方
や「
誰
か
に
話
を
聞
い
て
欲
し
い
！
」、

「
居
場
所
を
作
り
た
い
」と
考
え
て
い
る

方
、
仲
間
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
お
茶
を
飲

み
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と

　き
　
１
月
26
日（
土
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
２
階
　
研
修
室

▼
料

　金
　
１
０
０
円（
お
茶
菓
子
代
）

▼
主

　催
　
市
社
会
福
祉
協
議
会

▼
協

　力
　
精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　『
き
ん
ぎ
ょ
草
』

※

雰
囲
気
が
分
か
ら
な
い
方
や
参
加
を
迷

　
っ
て
い
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

　
市
社
会
福
祉
協
議
会
　

　
☎
65
ー
3
7
2
4

　
2
0
1
9
年
8
月
1
日（
木
）か
ら
10
月

14
日（
月
・
祝
）ま
で
開
催
す
る
、
3
年
に

▼
案
の
公
表
・
閲
覧
場
所

　
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
市
役
所
都
市
計
画

　
課（
十
四
山
支
所
1
階
）、
図
書
館
棟
1

　
階
、
鍋
田
支
所

※
閲
覧
時
間
　
午
前
8
時
30
分
〜

　
午
後
5
時
15
分（
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　
を
除
く
）

▼
意
見
提
出
方
法

　閲
覧
場
所
備
え
付
け

　
も
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
ダ
ウ
ン

　
ロ
ー
ド
し
た
意
見
提
出
用
紙
に
よ
り
、持

　
参
、郵
送
、F
A
X
、電
子
メ
ー
ル
の
い
ず

　
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
役
所
都
市
計
画
課（
内
線
2
7
2
）

　
　
52
ー
3
2
7
6
　
　

　
　toshikei@

city.yatom
i.lg.jp

　
ガ
ラ
ス
を
組
み
合
わ
せ
て
小
さ
な
ト
レ

イ
を
作
り
ま
す
。

▼
と

　き
　
2
月
8
日（
金
）

　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

▼
定

　員
　
15
名

▼
料

　金
　
1
，5
0
0
円（
材
料
費
）

▼
申
込
方
法
　
1
月
11
日（
金
）午
前
9
時

　
15
分
か
ら
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
で

　
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。
午
前
9
時
30

　
分
の
時
点
で
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽

　
選
を
行
い
ま
す
。

※

電
話
で
の
受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。

　
市
役
所
生
涯
学
習
課

　（
総
合
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
）

一
度
の
国
際
芸
術
祭「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン

ナ
ー
レ
2
0
1
9
」の
運
営
を
支
え
て
く

だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
条
件
や
申
込
方
法
な
ど
を
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
期
間

　2
0
1
9
年
7
月
31
日（
水
）

　
〜
10
月
14
日（
月
・
祝
）〔
内
覧
会
を
含
む
〕

▼
活
動
場
所

　「あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

　
2
0
1
9
」各
会
場（
愛
知
芸
術
文
化
セ

　
ン
タ
ー
、
名
古
屋
市
美
術
館
、
名
古
屋

　
市
内
の
ま
ち
な
か〈
四
間
道
・
円
頓
寺

　
地
区
な
ど
〉、
豊
田
市〈
豊
田
市
美
術
館

　
お
よ
び
ま
ち
な
か
〉）

▼
申
込
期
限

　1
月
31
日（
木
）

　
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
9

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局

　
☎（
0
5
2
）9
5
0
ー
3
5
8
0

　
　（
0
5
2
）9
5
0
ー
3
3
7
0

　
　triennale2019-volunteer@

　congre.co.jp

　
　http://aichitriennale.jp/

　（
受
付
：
平
日
午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

　
放
送
大
学
は
、
2
0
1
9
年
4
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
〜
90
代
の
幅
広
い
世
代
、
約
９
万

　
平
成
30
年
1
月
〜
12
月
に
納
付
し
た
国

民
健
康
保
険
税（
国
保
税
）、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
、
介
護
保
険
料
は
、
確
定
申

告
の
と
き
に
、
社
会
保
険
料
控
除
と
し

て
、
全
額
を
所
得
税
や
市
・
県
民
税
の
課

税
対
象
の
所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
体
験
教
室

参
加
者
募
集

放
送
大
学
入
学
生
募
集

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス『
な
ご
み
の
会
』

「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ

2
0
1
9
」ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

●各問い合わせ先の電話番号については、2ページをご覧ください。
問い合わせ先　　申し込み先　　メール　　ホームページ　　FAX

●費用の記載のないものは無料です。●申し込みの記載がないものは申し込み不要です。

♥ 

寄

　付 

♥

弥
富
市
に

▼
学
校
法
人
八
田
学
園

　
弥
富
第
一
幼
稚
園
　
様

　
　
　
　
金
３
３
，８
９
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円
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以
上
の
と
お
り
ご
寄
付
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　弥富市をもっと魅力的なまちにするため、地域の中でさまざまな
活動をしている方々がいらっしゃいます。
　補助制度の説明会と、補助金を活用している市内団体の活動報告会を行います。
ぜひ、お越しください。

１月19日（土）
午後２時～３時３０分（予定）
総合社会教育センター 
３階 視聴覚室
補助金の概要説明、
活用団体の活動報告、個別相談

と　き

ところ

内　容

地域づくり補助金とは・・・
　市では、地域の活性化や市民と行政との協働のまちづくりを推進するため、
地域づくりを自主的かつ主体的に行う公益的なコミュニティ活動に対して、
その経費の一部を補助します。

新しい活動にチャレンジしてみませんか？

市役所秘書企画課（内線２２６）

人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業
し
た
い
、
学

び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
目

的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・
文

学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約
3
0
0

の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、
1
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
込
期
限
　

　（
第
1
回
）2
月
28
日

　（
第
2
回
）3
月
17
日

　
放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎（
0
5
2
）8
3
1
ー
1
7
7
1

「地域づくり補助金」
説明会&活用団体のご紹介

弥富市の公共施設の現状と課題の整理（予定）

テーマ別に課題解決策を検討（予定）

成果報告と意見交換（予定）

1月26日（土）
午後1時30分～4時30分

2月9日（土）
午後1時30分～4時30分（予定）

3月2日（土）
午後1時30分～4時30分（予定）

第１回

第2回

第3回

総合社会教育センター ２階 第２会議室
市内に在住・在学・在勤の方であればどなたでもご応募いただけます。
２０名程度（応募者多数の場合は抽選を行います。）
市ホームページから申込用紙を印刷し必要事項を記入の上、電子メール、
持参または郵送で提出してください。
1月16日（水）必着
全ての回への出席が必須ではありません。（欠席があっても参加いただけます。）

○ファシリテーター 名古屋大学大学院工学研究科 准教授 恒川 和久氏（市公共施設マネジメント推進委員会委員長）

と　き 内　容

　公共施設の統廃合や民間譲渡などの検討に向けて、今後の公共施設のあり方について市民の皆さんから
意見をいただくことを目的にワークショップを開催します。 ※詳しくは市ホームページをご覧ください。

市役所秘書企画課（内線２２４） kikaku@city.yatomi.lg.jp・

ところ
対象者
募集人数

申込期限
その他

申込方法
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スポーツ大会に参加しませんか
※都合により変更され
　ることがあります。上
　記の消防署または救
　急医療情報センター
　へご確認の上、受診
　してください。
※午後 5時以降は消防
　署へお尋ねください。
※あま市・大治町は市
　外局番が 052です。

くすり・医療用品などに関する緊
急の相談・質問などは右記へお問
い合わせください。

1 / 1 ～ 2 / 10
ホームページ　http://www.yatomi-library.com
携帯用HP　http://ilisod001.apsel.jp/city-yatomi-lib/wopc/pc/mSrv

新しく入った本

当番医療機関については、下記の消防署または救急医療情報センターへご確認の上、受診してください。
●海部南部消防署 　☎52－0119　　　　●海部南部消防署北分署 　☎65－0119　　
●救急医療情報センター 　☎26－1133

　市では、結婚に伴う新生活のスタートを後押しするため、新居となる住宅の購入費や
賃料、引越しにかかった費用について補助金を交付しています。

■開館時間　火・水・木・金曜日　9：00～ 19：00　　土・日曜日、祝日　9：00～ 17：00
■休 館 日　月曜日
■年末年始の休館日　平成 30年 12月 29日 ( 土 ) ～平成 31年１月３日 (木 ) まで
※詳しくは、図書館ホームページをご覧ください。

平成31年 1月 平日夜間・休日診療問い合わせ先

診療日 受付時間 診療先
平日夜間

海部地区急病診療所
（津島市莪原町字郷西 37）

☎25－5210
http://amaq.sakura.ne.jp

※病状などのお問い合わせは、受付時間内に直接お電話してください。

土曜日

日・祝

日・祝

日・祝

津島海部薬剤師会　くすり安心電話
☎090－2136－3858

開設時間 21：00～翌朝 9：00

平
日
夜
間
お
よ
び
休
日（
土
・
日
・
祝
日
）

内
科
・
小
児
科

外
科

歯
科

薬
な
ど

9：00～ 17：00

9：00～ 11：30
14：00～ 16：30

9：00～ 11：30
13：00～ 16：30
18：00～ 20：30

18：00～ 20：30
20：30～ 23：00

  1日（火・祝）小林クリニック
  2日（水）　　後藤整形外科
  3日（木）　　はせ川外科
  6日（日）　　こじま整形外科
13日（日）　　駅前ふじたクリニック
14日（月・祝）奥村整形外科
20日（日）　　つつみ整形外科クリニック
27日（日）　　脳神経外科のぞみクリニック

☎４４４－４５００（あま市）
☎２５－５５１１（津島市）
☎２４－３３７０（津島市）
☎２５－９９１１（愛西市）
☎４６２－０２２２（あま市）
☎４４５－５６６７（大治町）
☎９７－０２２３（蟹江町）
☎４４３－５５３３（あま市）

市立図書館☎65－1117

菩薩天翅
戸南　浩平 / 著

ひとつむぎの手
知念　実希人 / 著

猫のエルは
町田　康 / 著

図 書 名 筆 者 名
●猫のエルは
●菩薩天翅
●ひとつむぎの手
●対岸の家事
●人さらい
●緑の花と赤い芝生
●その先の道に消える
●猫のお告げは樹の下で
●ハロー・ワールド
●アリバイ崩し承ります

町田　康
戸南　浩平
知念　実希人
朱野　帰子
翔田　寛
伊藤　朱里
中村　文則
青山　美智子
藤井　太洋
大山　誠一郎

■おはなしの会

▼１月　5日（土）　15：00～ 15：30
　１月 19日（土）　15：00～ 15：30
　２月　2日（土）　15：00～ 15：30

▼対　象　小学校低学年までの児童、幼児

▼内　容　絵本や紙芝居の読み聞かせ

▼場　所　図書館　おはなしのへや

■ひよこのおはなしかい

▼１月 16日（水）　10：00～ 10：30

▼対　象　０歳～２歳くらいの乳児

▼内　容　絵本やわらべうたによる
　　　　　親子のふれあいの時

▼場　所　図書館　おはなしのへや

■よつば読書会　
あなたも参加してみませんか？

▼1 月 12日（土） 10：00～正午　　

▼場　所　図書館棟　第１会議室

▼テキスト「孤舟」(渡辺　淳一 /著 )
☆一冊の本をみんなで読み、意見を述べ合いながら、
読書の領域を広げていきましょう !!!

SPORTSSPORTSSPORTSこれから行われるスポーツ大会のご案内や市内で行われたスポーツ大会の結果、全国大会へ
出場した皆さんなどを紹介します。 市役所生涯学習課（総合社会教育センター）

☎65－0002

※対象となる経費や申請に必要な書類などの詳細は、市役所秘書企画課までお問い合わせください。
市役所秘書企画課（内線２２５） 十四山支所 2 階

◆第27回全国小学生バドミントン選手権大会
　平成30年12月24日（月・振）～28日（金）
　エスフォルタアリーナ八王子（八王子市総合体育館）
　北野 透亘（白鳥小５年）

◆第54回全国卓球選手権大会　年代別の部　個人戦
　3月29日（金）、31日（日）
　きびじアリーナ　
　七條 行雄（鯏浦町）
　浜島 紀恵（前ケ須町）

全国大会出場おめでとう！
（敬称略）

弥富市結婚新生活支援補助金 申請受付中！！

下記のすべてを満たす新婚世帯
　① 平成３０年１月１日～平成３１年２月２８日の間に婚姻届を提出し受理された夫婦であり、夫婦ともに婚姻日に
　　 おける年齢が３４歳以下であること。
　　 ただし、同一人同士が再婚した場合を除く。
　② 婚姻を機に市内にある住居を新たに購入・賃借し、その住居の住所に転入（転居）届を提出し受理されてい
　　 ること。（申請時点で夫婦とも市内に住んでいること）
　③ 夫婦の年間所得合計（平成 29年分）が３４０万円未満であること。（※１、※２、※3）
　　 ※1　 婚姻を機に夫婦の双方または一方が離職し、申請時において無職の場合は、離職した方については所得なしとして、夫婦の所得を算出。
　　   ※2　 貸与型奨学金の返済を現に行っている場合、所得証明をもとに算出した世帯の所得から貸与型奨学金の年間返済額を控除した金額。
　　　※3　 「夫婦の所得 340万円」を年収に換算すると、約 530万円程度。

　④ 他の公的制度による家賃補助を受けていないこと。
　⑤ 過去にこの制度による補助を受けたことがないこと。
　⑥ 市税を滞納していないこと。

対象となる世帯

１世帯当たり 申請期限

上限３０万円 平成31年２月２８日まで
（ただし、予算額に達した時点で受付終了です。）

申込用紙(総
合社会教育セ
ンター備え付
け)に記入のう
え、参加費を
添えてお申し
込みください。

■受付時間　 【火～土曜日】午前９時～午後９時　【日曜日・祝日】午前９時～午後５時

大会名 申込方法申込期間

1 月5日（土）～
27日（日）

1月5日（土）～
20日（日）

参加費
※一人あたり参加資格ところとき

大人 200 円
小人 100 円

小人 100円

在住・在勤・
在学

在住・在学

十四山スポーツセンター
第１アリーナ

総合体育館
アリーナ

2月17日(日)

2月24日(日)

第 13回
市ビーチボール大会

市役所生涯学習課（総合社会教育センター）・

第 13回
市空手道大会

1 月26日（土）～
2月24日（日）

大人 200円
小人 100円

在住・在勤・
在学

総合福祉センター
多目的グランド

3月16日(土)
【予備日】3月23日(土)

第 13回
市グラウンドゴルフ大会

2021 2019（平成31）年 1月号 広報やとみ2019（平成31）年 1月号 広報やとみ



だよりだより1月

20歳以上の方

妊娠中の方
産後１年以内の方

20・30・40・50・
60・70歳の方

対象者 実施期間

歯周病検診、節目歯
科無料クーポン検診
は3月30日までのご
利用となります。

対象となる期間中
ご利用できます。

※母子健康手帳：月～金曜日、8:30～17:15（土・日曜日、祝日を除く）に随時保健センターで交付します。
※母子健康手帳交付については個人番号（マイナンバー）の記入が必要となりますので、本人確認できるもの（運転免許証など）と
　「通知カード」または「個人番号カード」のいずれかを提示してください。
※子育て相談：保健師による個別相談を行います。事前に保健センターに電話などでご予約ください。
※一般不妊治療費助成：一般不妊治療（人工授精）に要した費用の一部を助成します。保健センターへお問い合わせください。

３～４か月児
健康診査

対象の方には個別通知で
ご案内します。

・対象月でも人数調整のため翌月に
 変更することがあります。
・お子さんの誕生日により、受付時間
 が異なります。詳しくは個別通知を
 ご覧ください。

・管理栄養士による離乳食の話
・予約制です。希望の方は事前に
 ご予約ください。

生活習慣や歯みがきの話、
親子遊びなど（個別通知します。）

1歳6～7か月頃のお子さん
を対象に個別通知します。

29年1月出生児

3歳1～2か月頃のお子さん
を対象に個別通知します。

30年7月出生児

生後９か月（３回食）頃の児

30年1月出生児

8日（火）

21日（月）

母子保健 受付時間 対象者 内容など 場所実施日

23日（水）

10日（木）
24日（木）

9日（水）

16日（水）

１歳６か月児
健康診査

保健
センター

２歳児ピカピカ
歯科教室

３歳児健康診査 13：00～13：40

前期
9：15～9：30

後期
10：45～11：00
9：15～9：30

9：00～9：55

13：00～13：40

13：00～13：40

１歳児親子教室

離乳食講習会
（要予約）

　自分の食べたい物から、みんなに食べさせたい料理へ少しずつ自信をつけてみませんか？
今回は缶詰を使った簡単料理です。ぜひご参加ください。

ＢＣＧ
生後１歳に至るまでの間にあるお
子さん
（標準的な接種期間：生後５か月～
８か月に至るまでの間）

予約制
保健センターへ電話にて予約をして
ください。
※各日とも先着２０名です。

11日(金)

予防接種 受付時間 対象者 内容など 場所実施日

25日(金)
保健
センター13：45～14：15

歯周病検診

妊産婦歯科
健康診査

節目歯科無料
クーポン検診 無料

検診が受けられる歯科医院一覧（「平成30年度
弥富市健康増進事業のご案内」を参照）に電話
で予約し、受診してください。
受診時には「保険証」を持参してください。
※節目歯科無料クーポン検診対象の方には、５
　月末に個人通知にて詳細案内をしています。
※妊産婦の方は、受診時に妊産婦歯科健康診
　査受診票、母子健康手帳をお持ちください。

歯科保健 受診料 受診方法 場所

歯科
指定医療
機関

随時（土・日・祝日を除く）
8:30～17:00

不定期（土・日・祝日を除く）
9:30～13:30（要予約）

実施日時 内容など
生活習慣病など体や心の健康について心配がある方に、保健師が
個別に相談に応じます。
食事や栄養に関することについて、管理栄養士と一緒に考えてみま
せんか。※開催日は保健センターにお問い合わせください。

健康相談

栄養相談

随時（土・日・祝日を除く）
9:00～15:00（要予約）

お口のケアや、誤えん性肺炎予防、お口の体操について歯科衛生
士が個別に相談に応じます。歯科相談

随時（土・日・祝日を除く）
9:00～15:00 禁煙方法を保健師と一緒に考えましょう。

※健康手帳：月～金曜日、8:30～17:15（土・日曜日、祝日を除く）40歳以上の方に随時保健センターで交付します。
※保健センターでは、市民の皆さんにより良い生活をしていただくために、家庭訪問を行っています。
　地区担当の保健師がうかがいますので、体のこと、生活のことなど何でもお気軽にご相談ください。

禁煙相談

市民

成人保健 対象者 場所

保健
センター

※詳しくは平成３０年度予防接種年間予定表をご覧ください。

対　象　者 健診内容など

市の指定医療機関で受ける健診です。
健診期間　1月15日（火）～2月15日（金）
定　　員 　100名※定員になり次第、受付を終了します。
内　　容　問診、身体計測、理学的検査､血圧測定､
　　　　　尿検査、血液検査、心電図
料　　金　1,000円　
　　　　　※健診日に医療機関にお支払いください。

市内に住所を有している
30～39歳の方
(昭和54年4月1日～
平成元年3月31日生)
※会社などで健診を受ける
　機会がない方

保健センター窓口でお申し込みください。
期　間　1月8日（火）～2月8日（金）
　　　　（土・日曜日、祝日は除く）　
　　　　8：30～17：15
場　所　保健センター
持ち物　身分証（保険証など）

申込方法

ほうれい線が
気になるように

なった

むせて咳き
込み、苦しい
思いをした

口が
よく渇く

歯の調子が
よくない

滑舌が
悪くなった

市役所健康推進課（保健センター）（内線411～415）

男性の料理教室のご案内

　自分が高齢者になった時、誰にも介護されず、自力
で生活を送る将来を思い描く方は多いことでしょう。
　その一方で、要介護者は急速に増加しています。要
介護にならない、あるいは要介護になるのを遅らせる
ためにはどうしたら良いかという研究があります。
　研究によると老化は、まず口の働きの軽微な衰え
から始まり、その後、段階を踏んで全身の機能低下に
つながっていくことが分かりました。
　老いは足からではなく口から始まります。早い段階
で見られる症状は、滑舌が悪くなる、わずかなむせや
食べこぼし、噛めない食品が増加するなどがありま
す。これをオーラルフレイル（口腔の虚弱）といいま
す。
　オーラルフレイルの症状は「老化のはじまりを示す
サイン」なのです。症状が軽いため、自覚していない
方が多いのが現状です。さらに症状が進むと、噛む力
が弱くなり、舌や唇の運動機能の低下や、飲み込む力
の低下などが起こってきます。症状に早く気付き改
善することが、健康的に生涯を送るためのポイント
となります。
　オーラルフレイルを予防し、口腔機能を健やかに保
つことは、あなたの健康寿命を延ばすことにつながり
ます。日頃から歯と口の健康にさらに気を配り、いつ
までも元気に過ごしましょう。

こんな症状ありませんか？

パタカラ教室のご案内
 ～お口の体操で機能アップ～

（海部歯科医師会）

　お口の機能をアップさせるには、日々のトレーニン
グが大切です。
　簡単にできる「お口の体操」や、「口腔ケア」を歯科
衛生士と一緒に学びませんか。
　　　　個別相談で対応します。
　　　　市役所健康推進課（保健センター）
　　　　お口の体操、口腔ケア、誤嚥性肺炎について
※お電話で予約してください。
（午前9時～午後2時　土・日曜日、祝日を除く）
　市役所健康推進課（内線415）

と き
と こ ろ
内 容

1 月号
その 437

“人は口から老いる“
オーラルフレイル

★弥富市健康増進計画ホームページ★　　
(http://www.city.yatomi.lg.jp/kurashi/
1000209/1001856/1001857.html）

～第130回～

ぜひご覧
ください

30代健診

１月２１日(月)　午前10時～午後1時　※10時までにお越しください。
保健センター
市内在住の男性の方に限ります。（年齢不問）
12名（先着順）　　　　　　　　　　1人当たり400円
エプロン・バンダナ・タオル
市役所健康推進課へ電話でお申し込みください。
※定員になり次第、申し込みを終了します。
市オリーブ協議会　　　　　　　　　　市役所健康推進課（内線412）

と き

対 象 者
定 員 料 金
持 ち 物
申込方法

主 　 催 ・

と こ ろ
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月生まれの子どもたち月生まれの子どもたち
子どもは宝 やとみのたから
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成年後見制度普及啓発講演
（総合福祉センター）
13：30～16：00

３学期始業式
（各小中学校）

　新年明けましておめでとうございます。心機一転、新たな気持ちで頑張って参ります！今年も、市民の皆さんにわ
かりやすく、親しみやすい広報紙を目指していきます。今年も広報やとみをどうぞよろしくお願いいたします ！ ！
　　　　　　　    　　　　　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　byきんちゃん

※手話通訳者の設置　
　毎週水曜日（図書館棟）
　9：00～12：00

問「心配ごと相談所」、「法律相談」、「成年後見・相続（生前）相談」および「結婚相談」は市社会福祉協議会　☎65－8105

休きんちゃんバス

休きんちゃんバス

休きんちゃんバス

休きんちゃんバス

休図書館

休図書館

休きんちゃんバス
休図書館

休きんちゃんバス
休図書館

休きんちゃんバス
休図書館

休きんちゃんバス
休図書館

休図書館

生活自立支援相談
(図書館棟)
9：00～12：00

　　　  〈納期限〉
市県民税　　　　 　４期
国民健康保険税　　 ５期
後期高齢者医療保険料 ５期
介護保険料　　　　 ５期

消費者生活相談
（十四山支所）
13：30～16：00

消費者生活相談
（十四山支所）
13：30～16：00

生活自立支援相談
(図書館棟)
9：00～12：00
成年後見・相続（生前）相談
（弁護士・予約制）
（総合福祉センター）
13：00～16：00

年金相談
(図書館棟)
10：00～15：00

心配ごと相談所
法律相談（弁護士・予約制）
結婚相談（予約制）
(総合福祉センター）
13：00～16：00

心配ごと相談所
法律相談（弁護士・予約制）
行政相談所
(総合福祉センター）
13：00～16：00

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24

30 31

25 26

27 28 29

SUN TUE FRIMON THUWED SAT

休休館日・運休行事予定カレンダー月1

写真掲載
希望者募集

子どもの写真を載せませんか？子どもの写真を載せませんか？
▼応募期間 1月9日(水)～16日(水)【必着】
▼対　　象　3月生まれで1歳～3歳までの子
▼応募方法 秘書企画課へメールまたは所定の申込書

の郵送か持参（抽選により決定）
※持参の場合、十四山支所 2階 秘書企画課（平日のみ
　8：30～17 ：15）にお持ちください。
※詳しくは市ホームページをご覧ください。

問市役所秘書企画課（内線223）

市ホームページ内でも子どもの写真を掲載していますので、ぜひご覧ください♪

いちご大好き♡♡

犬飼 雪月ちゃん
いぬ  かい す　  づ

2歳
（平島町）

生まれてくれてありがとう

緒方 伸乃助くん
お　がた しん　の　すけ

1歳
（鯏浦町）

☆遊ぶの大好き☆

大津 澄空くん
おお    つ そ　  ら

1歳
（馬ケ地）

お誕生日おめでとう♥

藤吉　颯くん
ふじ  よし かける

1歳
（寛延）

お兄ちゃん大好き♡

藤本 龍登くん
ふじ  もと りゅう  と

3歳
（前ケ須町）

祝３歳！にこにこ笑顔♡

樋口 隼平くん
ひ　ぐち しゅんぺい

3歳
（前ケ須町）

編集
後
記
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特集!

弥 富 市
Yatomi City

成人の日

元旦

消費者生活相談
(十四山支所)
13：30～16：00

成人式
（総合社会教育センター）
13：00～

社会保険労務士による
ねんきん相談(図書館棟)
10：00～16：00
心配ごと相談所
行政相談所
（十四山総合福祉センター)
13：00～16：00

消費者生活相談(十四山支所)
13：30～16：00

激走！愛知駅伝！！
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